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資料１



2015年 10月 29日 

平成 27年度基礎水理シンポジウムのご案内 
 

 この度、土木研究所 ICHARMの江頭進治先生をはじめとする流砂研究に携わって来られた先生方に
よるシンポジウムを開催します。皆様お誘い合わせの上、多数ご参加いただきますようお願いします。 
 一般論として、「とかく敷居が高くて、立派な先生方が難しい話ばかりしている」と思われてしまう研

究領域には、新たな参入者が現れにくくなりがちです。昨今、流砂研究に取り組む研究者が減り続けてい

ると感じておられる方も多いのではないでしょうか。何が流砂研究を難しくしているのでしょうか。流

砂を研究するために最低限知っておくべきことは何なのか、まずはこの一点から議論していただければ

と思っています。楽しい雰囲気の中で、初心者もベテランも入り混じって話せる場になることを期待し

ています。流砂を学ぶ際になんとなく疑問に思ってきたこと、実務で河床変動解析を行う際に不思議に

思ってしまうこと等、ぜひ活発にご質問ください。いつもは厳しい先生方がにこやかに答えてくれる、ま

たとない機会です。 
 

開催場所：土木学会講堂（東京都四ツ谷） 
開催日時：2015年 12月 7日（月）10時 00分～17時 00分（9時 30分受付開始） 

  参加登録：事前登録は不要です。 
  参 加 費：無料  

参加資格：流砂・河床変動に興味のある方 
 

 
プログラム(案) 

 
１．流砂研究を妨げてきた課題と研究発展のための鍵  江頭進治先生  10:00～12:00 

(1) 未成熟な流砂力学について 運動額的条件の安易な設定、流砂の非平衡性、 
移動床と固定床の違い、流砂量式の関数系の問題点など 

 (2) 無理やり評価してきた課題 
     交換層の概念、鉛直分級と移動性アーマーコート 
 (3) DEMによる流砂研究に対する要望 
 
２．流砂研究とそれを踏まえた流路・河床変動予測の現状 関根正人先生 13:30～14:30 
３．DEMによる流砂研究の現状    原田英治先生 14:30～15:30 
           （休憩：15分間） 
４．流砂研究の突破口     宮本邦明先生 15:45～16:45 
５．総合討論        16:45～17:00 
  

土木学会水工学委員会基礎水理部会 里深好文 



河川・海岸の土砂水理に関するワーショップ
－土砂運動と地形変動解析の問題点の改善と流砂・漂砂水理学の新展開－

開催報告

日時：2015年10月19日(月) 13:00-18:00
場所：土木学会講堂 (東京都新宿区四谷一丁目無番地)
主催：㼀HE㻿I㻿-2016 in 㼀okyo組織委員会
共催：水工学員会，後援：海岸工学委員会
参加費：無料

参加者数：154名(大学50，民間82，国・財団22)

資料２

資料２



開催概要
本ワークショップは，１５４名の多くの方の参加者のもと河川・海岸の土砂水理に関するチャレンジ
ングな発表と熱心な討議が行われた．予備の椅子も含めて開会時から閉会時までほぼ満席状態であり，
すべての時間帯において参加者の興味を引き付けていたことが印象的であった．参加者の内訳は(大
学50，民間82，国・財団22)であり，民間，特にコンサルタントの出席者が多かった．

まず始めに，水工学委員会を代表して，北海道大学の泉典洋先生より開会の挨拶をいただいた．続い
て，中央大学の福岡捷二先生より，開催趣旨とTHESISとのつながりなどについて説明された．
セッション1では，土砂運動と地形変動解析の問題点の整理・改善，今後の土砂水理の発展，展望に
ついて，北海道大学の泉典洋先生と京都大学の後藤仁志先生に講演頂き，それについて議論した．
セッション2では，土砂運動と地形変動解析の問題点の整理・改善，今後の土砂水理の発展，展望に
ついて，北海道大学の泉典洋先生と京都大学の後藤仁志先生に講演頂いた．
総合討議では，セッション1，セッション2の講演と議論を踏まえ，福岡先生の司会で発表者と会場を
交えた活発な討論が行われた．
最後に，海岸工学委員会を代表して，後藤先生より開会の挨拶をいただいた．

各セッションの様子については次頁以降，講演内容の詳細については当日資料を参照いただきたい．

今後の予定
・本ワークショップの詳細については，発表資料などと合わせて以下のURLにて公開する予定である．
公開の際にはメーリングリスト等でお知らせするので，参加できなかった皆様はぜひ参考に頂きたい．
http://c-faculty.chuo-u.ac.jp/~ths2016/JWS/

・THESISの概要締切は2016，2/12(会議は，2016，9/12-14@中央大学)．ぜひとも投稿いただきたい．



開会の挨拶と開催趣旨説明

13:00 ～ 13:05 開会の挨拶
泉 典洋(北海道大学) 

(水工学委員会)

13:05 ～ 13:10 開催趣旨説明
福岡捷二(中央大学) 



（セッション1） 13:10 ～ 14:40 (各45分，15分質疑含む)
土砂運動と地形変動解析の問題点の整理・改善，今後の土砂水理の
発展，展望

司会 福岡捷二(中央大学)

13:10 ～ 13:55 
土砂輸送と地形形成プロセスのモデル化ーそのレビューと今後の展望ー

泉 典洋(北海道大学) 
13:55 ～ 14:40 
数値流砂水理学のこれまでとこれから

後藤仁志(京都大学) 



（セッション2） 14:50 ～ 16:50(各20分，10分質疑含む)

河川・海岸分野における土砂運動と地形変化解析の新しい
着眼点の話題 （河川） 司会 泉 典洋(北海道大学)

14:50 ～ 15:10 浮遊砂としての土砂移動は移流拡散現象か？～流砂研究の現状と今
後解決すべき課題について～ 関根正人(早稲田大学) 
15:10 ～ 15:30 河床の極近傍における流れと土砂運動の力学的評価への挑戦～水深
積分モデルによる非平衡粗面抵抗則の適用性と課題～ 内田龍彦(中央大学)    
15:30 ～ 15:50 石礫床河川の河床環境に着目した土砂水理の方向性

原田守啓(岐阜大学)



（セッション2） 14:50 ～ 16:50(各20分，10分質疑含む)

河川・海岸分野における土砂運動と地形変化解析の新しい
着眼点の話題 （海岸） 司会 後藤仁志(京都大学)

15:50 ～ 16:10 波動境界層，砕波帯の組織渦構造と底質の応答～浮遊砂解析に向け
ての課題～ 渡部靖憲(北海道大学)
16:10 ～ 16:30 流砂水理学の発展と数値移動床の役割 原田英治(京都大学)
16:30 ～ 16:50 波・構造物・地形変化・基礎地盤波浪応答解析ツールの開発と津波
来襲時の海岸堤防の被災メカニズム解明への応用 水谷法美(名古屋大学)



16:50 ～ 17:55

総合討議 司会 福岡捷二(中央大学)



閉会の挨拶

17:55 ～ 18:00 閉会の挨拶
後藤 仁志(京都大学) 
(海岸工学委員会)
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プࣟグ࣒ࣛとしてㄆ定されています．
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開催趣旨�
�

�

�

ᡃが国では，土▼ὶ，ὠἼ，ᛴὶ河川の⃭しい河ᗋ変動など，ὶ砂ࣔࢹルを⏝いた地形

変໬解析は様ࠎなศ㔝で㔜要ᛶをቑしてきている．㏆ᖺ，CFD が発㐩し，地形変໬解

析に⏝いるὶれの解析でもὶれの㖄┤ᵓ㐀が考៖できるよ࠺になってきた．また，⛣動

⢏子࿘㎶のᚤ細な஘ὶᵓ㐀も解析できるよ࠺になってきた．このため，多くの⛣動ᗋ問

題ࡸ，土砂⛣動が関ಀする問題の中で，ὶ砂ࣔࢹルにồめられるᙺ๭がᣑ大している．

しかし，୍ 方で多くのὶ砂ࣔࢹルは᩿㠃✚ศした୍次ඖ解析ἲのᯟ⤌ࡳの中で発展して

きたため，ᑟ出の㐣⛬でὶれの㖄┤ᵓ㐀ࡸὶ砂の運動形態などは༢⣧໬されて，ὶ砂ࣔ

⾡ルの中にᢲし㎸められているのが⌧状である．このため，ὶ砂をྲྀりᕳく◊✲，ᢏࢹ

の発展を踏まえて，ᚑ᮶のὶ砂ࣔࢹルの฼点・Ḟ点の整理と展開の方ྥᛶ，これまでの

ᯟ⤌ࡳにこだわらない᪂しいὶ砂ࣔࢹルの発展がồめられている． 
二┦ὶࣔࢹルはὶ砂運動をຊ学的にྲྀりᢅ࠺᪂たなὶ砂ࣔࢹル開発の୍つの方ྥᛶ

を♧しており，⛣動ᗋ問題のㄢ題改善にྥけての᭷ຊな方ἲのひとつであると考えられ

ている．土砂㍺㏦の二┦ὶࣔࢹルに関する国際シン࣏ジ࣒࢘ THESIS (Two-pHase 
modElling for Sediment dynamIcS in geophysical flows)-2016 in Tokyo 
(http://c-faculty.chuo-u.ac.jp/~ths2016/，土ᮌ学会ඹ催) が，2016 ᖺ 9 ᭶ 12㸫14 日にᮾ京

において開催される．このシン࣏ジ࣒࢘の中で，⤌⧊委員会(LOC)が中心となって

THESIS-2016 Workshop が௻⏬されている．そこでは， ᪤ のὶ砂ࣔࢹルのㄢ題の整理

と改善，᪂しいὶ砂ࣔࢹルの展開，さらに୧者の⿵᏶によるὶ砂ࣔࢹルの⢭ᗘྥୖ等に

ついて議論を行࠺予定である．このよ࠺な内容の᭷ព⩏な議論が行われるためには，

Workshop にྥけて┦当の‽備がᚲ要である． 
河川・海岸の土砂水理に関する国内ワークショップは，THESIS-2016Workshop のプ

レワークショップの఩⨨࡙けられて行われる．༶ࡕ，ୖ ㏙の国内の土砂水理学の㔜要な

ㄢ題に୺║を⨨き，二┦ὶࣔࢹルだけに㝈らず，また，ᚑ᮶ὶ砂ࣔࢹルにとどまらず，

⌧ᅾの᪂しい解析ᢏ⾡の中でぢ出されたᚑ᮶ࣔࢹルの᪂たなᙺ๭ࡸ㔜要ᛶも含め，ᖜᗈ

い様ࠎなど点で議論を展開することを┠ᣦしている．このワークショップを開催するこ

とで，土砂水理学の⌧状の問題点を明☜にし，関㐃ศ㔝の◊✲の活ᛶ໬をᅗるとともに，

THESIS-2016 ࡬の参加ࡸ論ᩥ投稿を࿧ࡧかけることもࡡらいとしている． 
 

 
⤌⧊委員会(LOC)委員㛗  

福岡捷二 (中央大学◊✲開発ᶵᵓᩍᤵ) 
�

�

１



 ムࣛࢢࣟࣉ
᪥時㸸2015ᖺ10᭶19᪥(᭶) 13:00-18:00 
ሙᡤ㸸土ᮌ学会ㅮᇽ (ᮾ京都᪂ᐟ༊ᅄ谷୍୎目↓␒地) 
୺催㸸THESIS-2016 in Tokyo組織委員会，ඹ催㸸水工学員会，後᥼㸸海岸工学委員会 
 
 
13:00 ～ 13:05  開会の挨拶  

  泉  典洋(北海道大学) (水工学委員会) 
 

13:05 ～ 13:10  開催趣旨説明  

  福岡  捷二(中央大学) (⤌⧊委員会(LOC)委員㛗) 
 
 

㸦ࣥࣙࢩࢵࢭ 1㸧 13:10 ～ 14:40(ྛ 45 分，15 分質␲ྵࡴ) 

土砂運動と地形変動解析のၥ題Ⅼのᩚ理・ᨵၿ，今後の土砂水理の発展，展ᮃ 

司会 福岡捷二(中央大学) 
13:10 㹼 13:55  土砂㍺㏦と地形形ᡂプࣟセスのࣔࢹル໬ーそのレࣗࣅーと今後の展望ー 

                                 泉  典洋(北海道大学)  
13:55 㹼 14:40  ᩘ್ὶ砂水理学のこれまでとこれから             後藤仁志(京都大学)  
 
 
14:40 㹼 14:50  ఇ᠁  
 
 
㸦ࣥࣙࢩࢵࢭ�㸧 14:50 ～ 16:50(ྛ�0分，10分質␲ྵࡴ) 

河川・海岸分㔝における土砂運動と地形変化解析の᪂しい着║Ⅼのヰ題 
 

司会 泉  典洋(北海道大学) 
14:50 㹼 15:10 ᾋ㐟砂としての土砂⛣動は⛣ὶᣑᩓ⌧象か㸽㹼ὶ砂◊✲の⌧状と今後解Ỵ

すべきㄢ題について㹼                            関᰿ṇே(᪩✄⏣大学)  
15:10 㹼 15:30 河ᗋのᴟ㏆ഐにおけるὶれと土砂運動のຊ学的ホ౯࡬のᣮᡓ㹼水῝✚ศࣔ

ルによる㠀ᖹ⾮⢒㠃᢬ᢠ๎の㐺⏝ᛶとㄢ題㹼        内⏣㱟ᙪ(中央大学)ࢹ                 
15:30 㹼 15:50 ▼♟ᗋ河川の河ᗋ⎔ቃに╔┠した土砂水理の方ྥᛶ 

ཎ⏣Ᏺၨ(ᒱ㜧大学) 
 

 
司会  後藤仁志(京都大学) 

15:50 㹼 16:10 Ἴ動ቃ⏺ᒙ，○Ἴ帯の⤌⧊ ᵓ㐀とᗏ㉁のᛂ⟅㹼ᾋ㐟砂解析にྥけてのㄢ

題㹼                                            Ώ㒊㟹᠇(北海道大学) 
16:10 㹼 16:30 ὶ砂水理学の発展とᩘ್⛣動ᗋのᙺ๭               ཎ⏣ⱥ἞(京都大学) 
16:30 㹼 16:50 Ἴ・ᵓ㐀≀・地形変໬・ᇶ♏地┙Ἴᾉᛂ⟅解析ࢶールの開発とὠἼ᮶く時

の海岸ሐ㜵の⿕⅏メ࣒ࢬࢽ࢝解明࡬のᛂ⏝          水㇂ἲ⨾(名ྂᒇ大学) 
 
 
16:50 ～ 17:55 ⥲ྜウ㆟ 

司会  福岡  捷二(中央大学) (LOC 委員㛗) 
 
 

17:55 ～ 18:00 閉会挨拶 

後藤  仁志 (京都大学) (海岸工学委員会) 

２



セッション１ 

 

土砂⛣動と地形形ᡂプࣟセスのࣔࢹル໬㸸そのレࣗࣅーと展望 

Modeling of sediment transport and morphological processes in rivers: reviews and prospects 

泉� 典洋㸦北海道大学㸧 

 

� 土砂⛣動⌧象のࣔࢹル໬とそれを⏝いた地形形ᡂ理論の展開について，これまでの◊✲をレࣅ

ࣗーするとともに今後の展望について㏙べる．特に 1970 ᖺ代から 1990 ᖺ代においてୡ⏺をリー

が今後┠ᣦすべき土砂水理学ࠎした日本の◊✲がᯝたしたᙺ๭と今日的ព⩏に↔点を当て，ᡃࢻ

の方ྥᛶとその᭷るべきᑗ᮶ീを♧す． 

 

これまでのレࣗࣅー 

 

・ ᤲὶ砂㸦Bagnold ௬説の発展をメ࢖ンに㸧とᾋ㐟砂㸸 

 Bagnold ௬説，Rouse の理論，Lane & Kalinske の理論，ⰱ⏣・道ୖᘧ，Engelund & Fredsoe のᘧ，

Kovacs & Parker のᘧ，1 次ඖから 3 次ඖ࡬，༢୍⢏ᚄからΰ合⢏ᚄ࡬ 

・ ᑠつᶍ河ᗋἼ㸦ࣗࢹーン，࢔ンチࣗࢹーン㸧㸸 

ル，⥺形Ᏻ定ࢹル，ᑐᩘศᕸ๎ࣔࢹὶ᩿ࣔࢇル，せࢹル，水῝✚ศࣔࢹーࣔࣟࣇンシャルࢸ࣏ 

解析からᙅ㠀⥺形Ᏻ定解析࡬，supercritical bifurcation か subcritical bifurcation か㸽 

・ 中つᶍ河ᗋἼ㸦ࣂー㸧㸸 

 ⥺形Ᏻ定解析による༟㉺Ἴ㛗，ᶓ᩿方ྥὶ砂㔞のᑟධ，ᙅ㠀⥺形Ᏻ定解析によるᖹ⾮Ἴ㧗 

・ ⺬行ὶ㊰㸸᭤⋡を考៖した⥺形Ᏻ定解析，砂ᕞとのඹ㬆⌧象，ᙅ㠀⥺形Ᏻ定解析 

・ ⮬ᚊ形ᡂ河道㸸Regime 論，┤⥺河道のᖹ⾮᩿㠃形状，ᒣ本のᘧ，福岡のᘧ 

・ 水㊰⩌の形ᡂ㸸㝣ୖのᓙ㇂の形ᡂ，海ᗏᓙ㇂の形ᡂ 

 

これからの展望 

 

・ 土砂㍺㏦㔞ᘧの⢭⦓໬㸸 

 河ᗋἼ，⺬行の発生᮲௳の⢭⦓໬，ᒣ地河川における土砂㍺㏦㸦土▼ὶ㸧プࣟセスの解明 

・ ஘ὶࣔࢹルの⢭⦓໬㸸 

 ᾋ㐟砂㍺㏦࡬のᐦᗘᡂᒙのᙳ㡪� →� 㔜ຊὶによる土砂㍺㏦，ΰ⃮ὶ，ⅆ○ὶ 

 河ᗋ㏆ഐの஘ὶ特ᛶの෌⌧ᛶのྥୖ Ѝ ᑠつᶍ河ᗋἼの発生᮲௳の⢭⦓໬ 

・ ᳜生など࢜࢖ࣂコントࣟールの地形形ᡂ࡬のᙳ㡪の解明㸸 

 ⮬ᚊ形ᡂ河道࡬の᳜生のᙳ㡪，᳜生による⺬行・⥙状ὶ㊰のᏳ定໬ 

・ 総合໬㸸 

 ὥ水時におけるὶれと土砂⛣動，河ᗋ変動の関ಀについての総合的な理解と，それにᇶ࡙く河

ᗋ変動シ࣑ࣗレーションࣔࢹルの☜❧，大つᶍ地形形ᡂシ࣑ࣗレーションࣔࢹルの開発 

３



河川・海岸の土砂水理に関するワークショップ 
土木学会講堂(2015.10.19) 

 
数値流砂水理学のこれまでとこれから 
                                     後藤仁志（京都大学） 
 
 数値流砂水理学の萌芽から現在まで経緯を振り返り，計算科学と実務計算の両面から今後の展開に関し
て考える機会としたい． 
 
これまで 
 
１．実験式から半経験式へ（平衡流砂量式） 
 
  実験式：流砂量と底面せん断力の関係式 
  Meyer-Peter Muller 式 

  qB* = 8τ *
3/2 1− τ *c

τ *

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

3/2

 

  実験事実に基づく Black Box， Input: 底面せん断力，Output: 流砂量 
 
  半経験式：流砂量式の背景となる運動機構 
  Kalinske 式 

  
qB = A3d

3νg ⋅ug = CB ⋅ug ⋅δ B

A3d
3νg = CB ⋅δ B( )  

  flux 型の式：[濃度]×[速度]  qB = CB ⋅ug0

δB∫ dy  
 
  構成要素の評価 → 速度はどのように評価するか？ 
  砂粒子の運動方程式（滑動） 

  

mg

dug
dt

= Dg − Fg

mg = ρ σ
ρ
+CM

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟
A3d

3    ;   Fg = ρ σ
ρ
−1⎛

⎝⎜
⎞
⎠⎟
A3d

3µRg

Dg =
1
2
CDρA2d

2 ud − ug ud − ug( )

 

  平衡速度： 

  
dug
dt

= 0   →    uge = ud − u*
2A2

A3CD

µR

τ *

 

 
２．構成要素の合理的な評価をどうするか． 
 
  Einstein 式 

  qB =
A3d
A2

psΛ  

  構成要素 pick-up rate, step length 
 
  pick-up rate：静止している砂粒子の移動開始率（比較的扱いやすい） 
 
  step length：砂粒子が移動を開始してから停止するまでに移動し距離 
  粒子追跡が必要 → 実験では追い切れない → 数値シミュレーションで対応 



５



 
  運動方程式に基づく評価 → 非平衡でも適用可 
  非平衡流砂過程（流砂量と底面せん断力が 1対 1対応しない状態） 
  微分方程式（終端速度型）（福岡・山坂，1983）： 

  
dqB
dx

=
qBe − qB x( )

Λ
 

  重畳積分型の式（中川・辻本，1979）： 

  qB x( ) = A3d
A2

ps x −ξ( ) fx λ( )dλ dξ
ξ

∞

∫0

∞

∫  

 
３．数値流砂水理学の萌芽 
  砂粒子運動の追跡が必要  
  → 構成要素の評価過程で力学的アプローチが必要に． 
  たとえば saltation を想定 
  (1) 跳躍中：流体力による加速（決定論），  
  (2) 底面との衝突・反発：不規則に配置された河床粒子との２体衝突問題（確率論） 
 
  確率過程型のシミュレーション  
  → 浮遊砂への適用 → 乱流特性の情報が不可欠（流速場の評価の重要性） 
 
４．数値流砂水理学の本格化 
  運動量保存則への忠実性の追求 
  砂粒子レベルでの評価（モデル定数の増加を避けた普遍的評価） 
 
  2 つの観点： 
  (1) 流体・粒子間：one-way から相互作用へ → 混相流モデル 
  (2) 粒子間：単一粒子追跡から複数粒子同時追跡へ → 粒状体モデル 
 
  混相流モデル → 二相の体積保存，流体・粒子間の運動量輸送 

  

Liquid : ∇⋅ ρ 1− c( )ul{ } = 0

Solid : ∇⋅ σ cus( ) = 0

Liquid : ρ 1− c( )Dul
Dt

= − 1− c( )∇pl
                        + ρ 1− c( )ν∇2ul + 1− c( )ρg − fls
Solid : σ cDus

Dt
= −c∇ps +σ cν s∇

2us + cσ g + fls

 

  成果の例：掃流層内の Reynolds 応力分布，浮遊砂流の動粘性係数分布 
   
  粒状体モデル → 粒子間衝突によるエネルギー損失 

  

σ A3dpi
3 dupi

dt
= 1

2
ρA2dpi

2CD u− upi u− upi( )
         + ρA3dpi

3 du
dt

+CMρA3dpi
3 du

dt
−

dupi
dt

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

         + A3dpi
3 σ − ρ( )g + FpINTi

I pi
dω pi

dt
= TpINTi

 

  粒子間相互作用：Voigt モデル（バネｰダッシュポット系） 
  成果の例：混合砂の流砂量 
 

６



 
５．Violent flow の解を如何にして得るか． 
  流砂が活発に動くのは，砕波帯，山地渓流 → Violent flow の解が不可欠 
  自由表面流の数値解析，特に粒子法の重要性 → 砕波の解析が格好の課題 
 
  数値波動力学 → 数値波動水槽 
 
  数値波動水槽＝仮想現実として水理実験するための道具． 
  1) 物理現象としての砕波・遡上（・越波）が計算できること． 
  2) 水位変動だけでなく，流速・圧力の解が得られること． 
  3) 時間発展的な解が得られ，適切なポストプロセッシング（CG作成）によって水理実験と酷似 
    した波浪の挙動が可視化できること． 
 
  CADMAS-SURF（VOF 法ベースのコード，実務上の適用例が多い） 
  財団法人・沿岸技術研究センター 
 
  自由表面流の解析手法は多様．→ 数値波動水槽のための基幹ツールの広範囲なレビューの必要性 
  → 数値波動水槽研究小委員会(H19～H24)の設置（海岸工学委員会） 
  → 書籍「数値波動水槽 －砕波帯波浪計算の深化と耐波設計の革新を目指して－」 
    （2012.7，土木学会） 
 
  粒子法（陽解法型 SPH vs 半陰解法型MPS, ISPH） 
  → 陽解法は人工粘性不可避（非物理的） 
  → 半陰解法（MPS, ISPH）が適切  
  → 半陰解法共通の弱点＝圧力の非物理的擾乱  
  → 高精度粒子法の開発へ 
 
  高精度粒子法のオプション 
  (1) CMPS 法(Corrected MPS method)：微分演算子モデルの運動量保存性の改善 
  (2) HS(Higher-order Source)：Poisson 方程式の生成項の高精度化 
  (3) HL(Higher-order Laplacian)：Laplacian の高精度化 
  (4) ECS(Error Compensating parts in the Source term)： 
      粒子数密度の計算誤差の低減(Poisson 方程式の生成項) 
  (5) GC(Gradient Correction)：高精度勾配モデル 
 
  参考文献 

[CMPS] Khayyer, A. and Gotoh, H. (2008). “Development of CMPS method for accurate 
water-surface tracking in breaking waves,” Coastal Eng. J. 50(2), 179-207. 
[HS] Khayyer, A. and Gotoh, H. (2009). “Modified Moving Particle Semi-implicit methods for 
the prediction of 2D wave impact pressure,” Coastal Eng., 56(4), 419-440. 
[HL] Khayyer, A. and Gotoh, H. (2010). “A Higher Order Laplacian Model for Enhancement 
and Stabilization of Pressure Calculation by the MPS Method,” Applied Ocean Res., 32, 
124-131.  
[ESC & GC] Khayyer, A. and Gotoh, H. (2011). “Enhancement of stability and accuracy of 
the moving particle semi-implicit method,” Journal of Computational Physics, 230(8), 
3093-3118. 

 
  粒子法の変遷 
  ・SPH 法は圧縮性流体の解法に由来．衝撃波による数値振動を避けるための人工粘性が不可避 
   → Reimann solver 使う GSPH などの改良 
   → 非圧縮性流体解法WCSPH → 公開コード（欧州）：SPHysics 
  ・MPS 法は Projection 法（SMAC法）に立脚．非物理的人工粘性を使わない． 
   → 圧力擾乱の問題 → 高精度粒子法の開発 → 日本発の公開コードへ 
 
 
 

７



 
これから 
 
６．現状まとめと展望 
  現状では： 
  ・自由表面流（Violent flow）の解：格子法，粒子法で時間発展的解析が可能に 
  ・移動床の解：DEM型粒子粒状体モデルで（分級を含む）解析が可能に 
  ・流れと流砂の相互作用：Euler-Lagrange, Lagrange-Lagrange カップリングが可能に 
 
  数値流砂水理学の役割：Black Box の解消 
  例：土石流の構成則（塑性流体モデル，江頭ら，1997） 

  

τ = ps tanφ + K1σd
2 ∂u

∂ y
⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

2

+ K2ρd
2 ∂u

∂ y
⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

2

p = ps + pd    ;   pd = K3σd
2 ∂u

∂ y
⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

2

   ;   ps
ps + pd

= c
c*

⎛
⎝⎜

⎞
⎠⎟

1/5

K1 = 0.0828 1− e2( )c1/3

K2 = 0.16 1− c( )5/3 c2/3

K3 = 0.0828e2c1/3

⎫

⎬
⎪⎪

⎭
⎪
⎪

 

  第 1 項：降伏応力，第 2項：粒子間衝突応力，第 3項：粒子間 Reynolds 応力 
  ps：接触圧（粒子間接触による圧力），pd：衝突圧（粒子間衝突による圧力） 
 
  「なぜ速度勾配の 2乗に比例するのか」，「係数は濃度の何乗に比例するのか」 
  → 数値流砂水理学による全粒子追跡がモデル定数決定に重要な情報を与えてくれる． 
 
  研究発展の両輪：計算科学と実務計算 
  海岸工学を例にとると， 
  計算科学としての課題：砕波帯のダイナミクス（固気液三相混相流） 
  実務計算としての課題：防波堤レベル II 設計への対応のための越流被災過程のシミュレーション 
                         （構造・地盤・水流のマルチフィジックス） 
 
  両課題ともに，「応用物理」としての面白さが実感できる． 
  → 若手研究者にとって魅力的な課題として期待． 
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発表概要 

 
 
浮遊砂としての土砂移動は移流拡散現象か？ 
～流砂研究の現状と今後解決すべき課題について～ 

関᰿ṇே㸦᪩✄⏣大学㸧�
 
༙ୡ⣖を㉸えるὶ砂◊✲のṔྐの中で，୍㒊の土砂⛣動⌧象についてはຊ学的にしっかり

とグ㏙できるよ࠺になり，ᩘ್ィ⟬による予 がྍ⬟となった．その୍方で，ຊ学的な解

明を㑊けて㏻ってきた問題も多くṧされている．たとえࡤᾋ㐟砂としての土砂⛣動がこれ

にあたり，୍⯡にᾋ㐟砂としての土砂⛣動を⛣ὶᣑᩓ⌧象としてྲྀりᢅってきたが，これ

はあくまでも౽ᐅ的なものであったはずである．また，ᇶ‽㠃⃰ᗘにはຊ学的に明☜な定

⩏がなくホ౯が㞴しいにもかかわらず，これがᾋ㐟砂としての土砂⛣動㔞の予 ⢭ᗘを大

きくᕥྑする．講演では，最᪂の◊✲ᡂᯝを⤂௓するとともに，今後のὶ砂◊✲について

議論するきっかけとなるヰ題ᥦ౪を行࠺． 
 
 
河床極近傍の流れと土砂㍺㏦解析への水深積分モデルによる挑戦～非平衡粗面抵抗則の適

用性と課題～ 
内⏣㱟ᙪ㸦中央大学㸧 

 
ᐇ⏝的な水῝✚ศされたὶれ⣔の方⛬ᘧでὶ砂運動をṇしくホ౯するにはど࠺すれࡤよい

のかについて考える．ᤲὶຊホ౯に⏝いる河ᗋ㠃᩿ᛂຊは，河ᗋ付㏆のⷧいᒙでὶれがᖹ

⾮状態として，河ᗋ㏆ഐὶ㏿から⢒㠃᢬ᢠ๎を⏝いてホ౯される．しかし，ᵓ㐀≀࿘㎶の

ᒁᡤὶれなどでは河ᗋᴟ㏆ഐのὶれが大きく変形する．また，ᗏ㠃㏆ഐでὶれをᖹ⾮状態

と௬定する㝈り，土砂の㠀ᖹ⾮運動とὶれとの運動㔞交᥮を考៖にධれることはできない．

発表では，‽୕次ඖ解析ἲに㠀ᖹ⾮⢒㠃᢬ᢠ๎をᑟධした᪂しい解析ἲにより，河ᗋ表ᒙ

ὶ㏿を⏝いた⢏子にస⏝するὶయຊのホ౯ἲと，河ᗋ変動解析において河ᗋ表ᒙὶ㏿を⏝

いる㔜要ᛶについて議論する． 
 
 
石礫床河川の河床環境に着目した土砂水理の方向性 

ཎ⏣Ᏺၨ㸦ᒱ㜧大学㸧 
 

河川中ୖὶᇦの河ᗋを水生生≀生ᜥ場としてホ౯するためのࠕ土砂とὶれࠖのグ㏙のあり

方について議論し，今後ᮇᚅされる◊✲の方ྥᛶをᥦ᱌する．総合土砂⟶理において，河

ᗋ⎔ቃのホ౯は㔜要なㄢ題であるが，そのᡭἲは☜❧されていない．ᚑ᮶の土砂水理学で

は，ὶ水᢬ᢠࡸὶ砂㔞のグ㏙は，⢏ᗘศᕸの᝟ሗを中心になされてきた．しかしながら，

河川中ୖὶᇦの水生生≀は河ᗋ㏆ഐの⢒ᗘᒙのὶれࡸ▼♟の表㠃をᕦጁに฼⏝している．

生ᜥ場としての河ᗋ⎔ቃをグ㏙するためには，ձಶࠎの▼♟⢏子の㓄⨨による表㠃形状，

ղ表㠃形状と⢏ᗘศᕸཬࡧ✵㝽⋡のᑐᛂ，ճこれらにᑐᛂしたὶれ場について，୍య的な

表⌧がᚲ要であることをᣦ᦬し，⌧ᅾの知ぢと今後の方ྥᛶについて議論する． 
  

９



波動境界層，砕波帯の組織渦構造と底質の応答～浮遊砂解析に向けての課題～ 
Ώ㒊㟹᠇㸦北海道大学㸧 

 
ᗏ㠃㏆ഐに発㐩するὶれの㸱次ඖ的⤌⧊ᛶはቃ⏺㠃ୖにおける㖄┤ὶ㏿をㄏ発しᗏ㉁のᾋ

㐟୪ࡧに㍺㏦をಁ㐍するとྠ時に，ᾋ㐟⢏子との運動㔞交᥮を⤒てὶれをಟṇする．これ

ら୍㐃のᾋ㐟㐣⛬はᚑ᮶ᾋ㐟砂ࣔࢹルが௬定されてきたᶵᵓとは大きく␗なる．特ᚩ的な

㸱次ඖ ᵓ㐀を含ࡴἼ動ቃ⏺ᒙὶれཬࡧ○Ἴ帯ὶれを⤂௓しቃ⏺㠃ୖの≀㉁の㍺㏦をᨭ㓄

する᪂たなࣛࣃメータを᳨討するとඹに，ᅛᾮΰ┦ὶとしてのᗏ㉁のຊ学的ᛂ⟅ཬࡧᾋ㐟

㐣⛬をᢅୖ࠺での問題点ཬࡧ㔜要な࢖࣏ントを解説し，海岸ᇦの」合スࢣールὶれにおけ

るᅛᾮ┦஫స⏝の理解と㧗ᗘな砂㍺㏦予 ྥ࡬けたㄢ題を整理する． 
 
流砂水理学の発展と数値移動床の役割 

ཎ⏣ⱥ἞㸦京都大学㸧 
 

ὶ砂・⁻砂㔞ᘧの≀理的⫼ᬒをィ⟬ຊ学的に明☜にするには，⛣動ᗋをಶࠎの砂⢏子運動

の㞟合యとしてᤊえるのが合理的であり，ಶู要⣲ἲᆺのᩘ್⛣動ᗋはそれにᛂえる୺要

なࢶールである．また，ᩘ್⛣動ᗋと LES ࡸ DNS の஘ὶのᩘ್シ࣑ࣗレーションとの⼥合

は，ᐇ㦂による┤᥋ィ がᅔ㞴なὶ砂・⁻砂の㍺㏦ᶵᵓを詳細に理解するୖで᭷ຠな࢔プ

ࣟーチだと考えられ，ὶ砂・⁻砂のᵓᡂᘧの᥎定において㔜要な᝟ሗを୚えるものとᮇᚅ

される．さらに，㏆ᖺᛴ㏿に発展してきている⢏子ἲによる⃭ὶ解析との⼥合は，༑ศな

理解がᚓられていないᒣ地῱ὶ河川でのὶ砂ᶵᵓࡸ○Ἴ帯ࡸἼᡴࡕ帯での⁻砂ຊ学の㐍展

に⧅がると考えている． 
 

 

波・構造物・地形変化・基礎地盤波浪応答解析ツールの開発と津波来襲時の海岸堤防の被

災メカニズム解明への応用 

水㇂ἲ⨾㸦名ྂᒇ大学㸧 
 

ⴭ者らが開発したὠἼ・ᵓ㐀≀・地形変໬の┦஫స⏝を解析ྍ⬟なᩘ್ィ⟬ࣔࢹルにᇶ♏

地┙のἼᾉᛂ⟅をィ⟬するࣔジࣗールを⤌ࡳ㎸ࢇだᩘ್ィ⟬ࣔࢹルのᵓ⠏を行った．⁻砂

㔞ᘧには地┙のᾐ㏱㺃ⁱ出ὶのᙳ㡪も加味し，ᤲὶ砂・ᾋ㐟砂を考៖した地形変໬が解析ྍ

⬟となっている．本ࣔࢹルのጇ当ᛶを，スࢣールの␗なる 3 ✀㢮の海岸ሐ㜵⫼後の㉺ὶὠ

ἼによるᒁᡤὙ᥀の水理ᐇ㦂⤖ᯝとẚ㍑して᳨ドするとともに，ᮾ日本大㟈⅏時にᐇ際に

⿕⅏した海岸ሐ㜵をᑐ象とした෌⌧ィ⟬もᐇ᪋し，その᭷ຠᛶを☜ㄆした．さらに，本ࣔ

⤖ルを౑って㉺ὶὠἼによる海岸ሐ㜵⫼後のᒁᡤὙ᥀のᑐ⟇工ἲの᳨討もᐇ᪋し，そのࢹ

ᯝいくつかの工ἲの᭷ຠᛶが♧၀された． 
 

 

１０



浮遊砂としての土砂移動は移流拡散現象か？ 
－流砂研究の現状と今後解決すべき課題について－ 
 
                              早稲田大学理工学術院 関根 正人 
 
 
 1930 ᖺ代後༙から本᱁໬したὶ砂◊✲のὶれの中で，当時としては⏬ᮇ的であったとはいえ，⌧ᅾ改

めてࡩり㏉るとࡴしࢁ大きなࢿックになっているㄢ題が多くṧされています．1990 ᖺ代以降のコンࣗࣆ

ータのᛶ⬟ྥୖとィ⟬ຊ学の発㐩により，ᩘ್ィ⟬ࡸシ࣑ࣗレーションのᢏ⾡㣕㌍的に㐍Ṍを㐙ࡆ，今で

はẚ㍑的⡆༢に行えるᡭἲとなりました．しかし，ィ⟬ができてもそれがಙ㢗に㊊るものでなけれࡤなり

ませࢇ．そこで，最⤊的には，⌧象の本㉁であるཎ理ࡸメ࣒ࢬࢽ࢝までしっかり理解できるよ࠺にならな

けれࡤ学問が㐍Ṍしたことにはなりませࢇ．こ࠺したᛮいをもってこれまでのὶ砂◊✲をࡩりかえると，

ຊ学的に༑ศなẁ㝵にまで฿㐩しているとはゝえないことにẼ࡙くでし࠺ࡻ．まだまだࡸるべきことは多

いのです．ⱝᡭ◊✲者の皆様には，まずは␲いの┠をもって᪤ 論ᩥをㄞࡳ，⮬ศだったらこ࠺考えるの

にど࠺してそ࠺しなかったのか，といった␲問が‪いてくるよ࠺にຮᙉすることをお່めします．そして，

その␲問をᡃࠎのୡ代の◊✲者にも㐲៖なくࡪつけてほしいとᛮいます．ゝ࠺までもありませࢇが，皆が

ᩘ್ィ⟬にࡤかりἐ㢌していてはならず，⛣動ᗋ水理ᐇ㦂ࡸ⌧地でのほ を㏻ࡌて，ὶ砂⌧象をよくぢる

ことがᚲ要です．᫝㠀ともୡ代ࡸ大学間のᇉ᰿を㉺えて୍⥴に考えていきたいとᛮっています． 
表題にした␲問は，⚾がὶ砂◊✲を始めた 1982 ᖺからずっとᣢࡕ続けているものです．このワークシ

ョップではこのヰ題を౛に⡆₩に説明するとともに，その௚のㄢ題についても⤂௓します．  
 
以下は，参考までにまとめたࠕ説明の内容に関わる⡆༢なメࣔࠖです． 

 
1. Bed-material load と wash load 

土砂⢏子の⛣動としてࡳたときᤲࠕὶ砂とᾋ㐟砂 ᾋ㐟砂とࠕࠖ， wash loadࠖはఱが㐪࠺のか㸽 
このよ࠺な⛣動をᨭ㓄するᇶ♏ᘧに㐪いはないはず．⛣ὶᣑᩓ方⛬ᘧであるはずがない㸟 
 

2. ᾋ㐟砂は⛣ὶᣑᩓ⌧象㸽 
 これまでの◊✲の⤒⦋．なぜそのよ࠺に考えられてきたのか㸽 ⤖ᯝとして今どのよ࠺な問題をᢪ

えることになったのか㸽 砂ᗋ河川の変動予 は♟ᗋ河川のそれよりも㞴しい!?  
 

3. 河ᗋ変動のメ࣒ࢬࢽ࢝とそのᩘ್予 について 
 ᵓᡂᮦ料の⢏ᗘᖜが大きな河ᗋのὶ砂ᶵᵓ．⢓土の含᭷にక࠺河ᗋ㺃河岸ᾐ㣗࡬のᙳ㡪．ィ⟬ୖ⌧

れるᏳᜥゅを㉸えるᛴᩳ㠃のྲྀりᢅい(これはᩳࠕ㠃ᔂⴠࣔࢹルࠖ(2003)により解Ỵ῭ࡳのはず㸟) 
 

4. ὶ砂ならࡧに河ᗋ変動のᩘ್ࣔࢹリングについて 
 メ࣒ࢬࢽ࢝がᮍ解明なままの⌧象をࣔࢹル໬し，ᩘ್シ࣑ࣗレーションにより理解を῝めよ࠺とす

るヨࡳは㔜要．ただし，๓ᥦ᮲௳ࡸ௬定がጇ当であることをᐈほ的にド明するጼໃがᚲ要．ࣔࢹル໬

に当たってᣢࡕ㎸ࢇだಀᩘについては，そのຊ学的なព味を明☜にするべきであり，その್がᑐ象と

するࢣース(あるいは⌧象)ẖに␗なることのないよ࠺にするとよい．ᬑ㐢ᛶが㔜要．௬定を」ᩘᣢࡕ

㎸ࢇでいるならࡤ，そのಶࠎを᳨ドするດຊが㔜要であり，ィ ྍ⬟なᩘ್が඲యとして࠺まく合っ

ていてもࠕ௬定のጇ当ᛶがド明されたࠖことにはならない． 
 

5. その௚ 
 1980 ᖺ代(ᩘ್ィ⟬が୺たる◊✲ᡭẁとなる๓の時代)の論ᩥは㞴解か㸽最㏆の多くの論ᩥよりも中

㌟が⃰いのは☜か!? ఱが変わったのか㸽 ど࠺考えるべき㸽 
 

以ୖ 
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河床の極近傍における流れと土砂運動の力学的評価への挑戦 
～水深積分モデルによる非平衡粗面抵抗則の適用性と課題～ 

 
 
                                     内田龍彦㸦中央大学㸧 

 

 

ᗈ⠊ᅖのὥ水流解析࡞⬟ྍࡀ平面二ḟඖ解析のᯟ組࡛ࡳ，流れの㖄┤構造と土砂運動࡞⬟ྍࢆ㝈ࡾ力学的

に評価するࡇとࢆ目ᣦした᭱᪂のྲྀࡾ組ࡳについて⤂௓したい㸬 

 

モ࣋ࢳーࣥࣙࢩ 

土砂水理に関するከࡃの㔜せ࡞課題(౛ࡤ࠼，石礫河川の土砂移動，土୹ୖの流砂運動と౵㣗，᳜⏕࿘ࡾ

の土砂運動，ᤲ 流砂と浮遊現象，ᩳ 面ୖの非平衡土砂運動とᒁᡤὙ᥀ࢆ(࡝࡞解決したい㸬ࡇのたࡵには，

流砂運動の࡞ࡲࡊࡲࡉせ⣲ࡀᢲし㎸ࡽࡵれたᚑ来の流砂㔞ᘧࢆ分解するᚲせ࠶ࡀる㸬しかし，ࡑの᳨ウの

๓には，ᚑ来の河床変動解析࡛用いࡽれてきた࿘ᅖのከࡃの௬ᐃ(よࡾ大きい௬ᐃ)࢔ࣜࢡࢆしていࡃᚲせ

 る㸬࠶ࡀ

 

 

㸯㸬ᚑ来の河床変動解析法のᯟ組ࡳ( 流れ⣔解析㸸水深平ᆒ，᩿面平ᆒ流㏿) 

ձ ᩿ࢇࡏ応力࡛流砂㔞ࢆグ㏙(流砂㔞ᘧ ᤲ流力，㝈界ᤲ流力) 

ղ 河床の形状抵抗と⾲面抵抗の分㞳(᭷ຠᤲ流力) 

ճ ᩿ࢇࡏ応力ࢆ水深平ᆒ流㏿࡛グ㏙(➼流の流㏿分ᕸࢆ௬ᐃ) 

 

㸰㸬流れ⣔の解析法の発展㸸流れの㖄┤構造ࡀ⾲現࡛きる‽୕ḟඖ解析法(ࡶしࡃは୕ḟඖ解析法) 

非㟼水ᅽ‽୕ḟඖ解析法(%9& 法)ࡀᑟධࡉれれࡤ，эղճの௬ᐃはしࡃ࡞てࡶよい㸬 

 

эձの௬ᐃࡽࡉࢆに分解 

�D 土砂の平衡運動ࢆ௬ᐃ(平衡流砂㔞)，土砂はࣈࢩࢵࣃ⢏Ꮚ(༢┦流モデࣜࣥࢢ)  

�E 流れの土砂へのస用(஘れ，抗力，ᥭ力)ࢆすべて底面᩿ࢇࡏ応力࡛⾲現 

�F 底面᩿ࢇࡏ応力はቨ法則ࢆ用いて底面近傍流㏿࡛⾲現 

 

㸱㸬ᮏ研究の着║Ⅼ(ヰ題ᥦ౪のࢺࣥ࢖࣏) 

土砂運動ࢆ力学にグ㏙するࡇとの㞀ᐖは，平衡状ែࢆ௬ᐃしたቨ法則に࠶る㸬 

 ？動かす力かࢆ応力は土砂にస用する力か？土砂᩿ࢇࡏ？応力とはఱか᩿ࢇࡏࡶࡑࡶࡑ

 

㸲㸬非平衡粗面抵抗則の適用౛ 

構造物ࡸ河床のพฝによࡗて，河床極近傍の流れは平衡状ែとは࡞ࡽ࡞い(平衡状ែࢆ௬ᐃしたᚑ来のቨ

法則の㝈界) 

・構造物࿘㎶の流れ，ᕧ礫の࠶る流れ，礫床河川の流れ 

 

㸳㸬非平衡粗面抵抗則ࢆ用いた二┦流モデࣜࣥࢢと今後の展ᮃ 

・基礎方⛬ᘧ 

 ーモデルࣕࢪーࣟࢡ・

・᳨ウྍ⬟に࡞るࡇととၥ題Ⅼ 

・᪤ のᐇ㦂，流砂㔞ᘧ，᭱ඛ➃ᢏ⾡ࢆ用いた数値ᐇ㦂，ヲ⣽ᐇ㦂の役割 

 

現地河川のὥ水流と河床変動解析において，河床ᮦᩱ⢏Ꮚ࿘㎶の流れと土砂運動ࢆ力学的に⪃៖࡛きる道

➽はついた㸬ࡇのよ࡞࠺現状は，ᚑ来の土砂水理の研究と᭱᪂のᢏ⾡ࢆ用いたᐇ㦂，数値解析，現地ほ 

の土砂水理に関する学㝿࡝࡞た，河川環境ࡲ，ࡏࡉ発展ࡃ大きࡀル࡛⼥ྜし，土砂水理学分㔝࣋深いࣞࡀ

㡿ᇦにおいてよࡾ深い㆟ㄽࢆά性化ࡏࡉる࠺ࢁࡔ㸬 

 

12



 

石礫床河川の河床環境に着目した土砂水理の方向性 
原田守啓㸦岐阜大学㸧 

 

土砂水理㸦流れሙ�流砂現象㸧のሙのぢ方とࠊ河川⏕ែ学の▱ぢに根ᕪした水⏕⏕物⏕ᜥሙのぢ方ࢆ⤫

ྜするたࡵのモデࣜࣥࢢのᅾࡾ方とい࠺どⅬかࠊࡽ土砂水理の数値ィ⟬に᪂た࡞ニーズࢆ発ಙしたいࠋ 

 

 ࣟࢺࣥ࢖

 

㸯㸬河川工学・土砂水理学と河川⏕ែ学のሙのぢ方の㐪い㸦S�㸧 

流水・土砂の⟶理ࠊࢆ治水と環境の୧面かࡽ෇⁥に㐍ࡵていࡃにたࡵにはࠊ୧⪅の▱ぢの⼥ྜࡀᚲせ 

しかしࡌྠࠊሙと現象ࢆほ しているにࡶ関ࠊࡎࡽࢃ୧⪅のࣞࣇーム࣡ーࢡにはかࡾ࡞㝸た࠶ࡀࡾる 

物理ሙのグ㏙ࢆᑓࡽとする土砂水理とࠊ⏕ែ学の▱ぢࢆ⼥ྜするにはࠊ⏕物目⥺のࣟࣉ࢔ーࡀࢳ᭷ຠ 

 

㸰㸬遊Ὃ性㨶㢮の✵㛫㑅ዲ性㸦S3�6㸧 

⏕物の✵㛫฼用と水理学の関ಀ性としてࠊ遊Ὃ性㨶㢮の✵㛫㑅ዲ性について౛♧ࠋ 

河川中流ᇦの௦⾲的࡞㨶✀࡛࠶る࢖࢜カ࣡の✵㛫㑅ዲ性 Ѝ粗ᗘ層の฼用ࠊᤕ㣗⾜動 

平ᆒ流㏿ࡸ஘れの✵㛫分ᕸとᐦ᥋࡞関ಀ性ࡀ☜ㄆࡉれる 

 ࠋる࡞␗ࡶとに฼用する✵㛫ࡈ✀ࠊにࡽࡉ

 

河川中ୖ流ᇦの河床環境 

 

㸱㸬河川中ୖ流ᇦの河床環境の≉ᚩ (S7) 

河川中ୖ流ᇦの⏕ᜥሙはࠊ河床㸦石礫の⾲面ࠊ✵㝽㸧ཬࡧ河床近傍㸦粗ᗘ層流れ㸧 

౛㸸遊Ὃ㨶の✵㛫฼用はࠊ✺ฟした大ᚄ⢏Ꮚࢱࢫࣛࢡࡸー࿘ᅖの流れの構造ࢆ฼用 

河川地形ࡸ河床環境の㦵᱁ Ѝ大流㔞㸦ฟ水㸧によࡗて形ᡂ・᭦᪂ 

᪥ᖖ的࡞⏕ᜥሙ Ѝ ẚ㍑的ᑡ࡞い流㔞ࢸࢫーࢪの流㔞変動 

土砂水理と河川⏕ែ学の▱ぢࢆ⼥ྜしたࠊ河床環境の⾲現は࡝のよࡶ࡞࠺の࡛࠶るべきか？ 

 

河床環境ࢆ⾲現するたࡵのモデࣜࣥࢢのᅾࡾ方 

 

㸲㸬河床環境ࢆ⾲現するモデࣜࣥࢢのࡾ࠶方(S8�13) 

᪤ 研究のࣞࣗࣅーに基࡙いてసᡂしたࠕ河床環境の物理的࡞構ᡂせ⣲ࠖࢆᥦ♧ 

河床環境の構ᡂせ⣲はᗈい時✵㛫にࡲたࡀる Ѝᐇ用的にはࣜࠊ ーࢣࢫࢳール࡛ࡲカࣂーࡉれるべき 

 

ձ河床環境ࢆ⾲現ྍ⬟࡞平面二ḟඖモデル 

大流㔞時の河床変動ࢆ解ࡇࡃとに向いている平面二ḟඖ河床変動解析はࣜࠊーࢣࢫࢳール࡛の地

形変動ࢆ解ࡇࡃとに向いている཯面ࢣࢫࣟࢡ࢖࣐ࠊール࡛の河床環境は⾲現ࡉれてい࡞いࠋ 

⢏Ꮚ法による数値移動床水㊰はࠊ現象の解明へのά用ࡀᮇᚅࡉれるࠊࡀィ⟬㈇ⲴのほⅬかࡽᐇ河

川のࣜーࢣࢫࢳールの河床変動ࢆ解ࡃのには向いてい࡞いࠋ 

 ᥦ᱌ࢆ平面二ḟඖモデル࡞⬟現ྍ⾲ࢆ河床環境ࠊの中㛫㸦㸰ḟ近ఝ㸧としてࡑ

ղ඲㟼Ṇ状ែかࡽ඲移動状ែ࡛ࡲの流砂現象ࠊᑠ流㔞かࡽ大流㔞࡛ࡲの流れሙの⾲現 

大ฟ水時の඲移動状ែの⾲現はࠊ河川地形・河床環境の㦵᱁の形ᡂࢆ㆟ㄽするୖ࡛極ࡵて㔜せ 

ຍ࠼てࠊ⏕物⏕ᜥሙࢆ㆟ㄽするୖ࡛ࠊ部分移動状ែの⾲現性ࡀ㔜せと࡞るࠋ 

ճ大ᚄ⢏Ꮚࡀ形ᡂするࢱࢫࣛࢡーの⾲現࠶࡛⬟ྍࡀるࡇと 

ྛ✀のࢱࢫࣛࢡーࠊࡀ流砂現象にᙳ㡪するࡔけ࡛ࠊࡃ࡞⏕ᜥሙ・㑊㞴ሙ・⏘༸ሙ➼ࢆᥦ౪しているࠋ 

現時Ⅼ࡛はࠊ平面二ḟඖモデルୖ࡛⾲現するࡇとはᅔ㞴Ѝ⢏Ꮚ法かࡽの࢕ࣇーࢡࢵࣂࢻにᮇᚅࠋ 

 

 ࡵとࡲ

 

土砂水理に河川⏕ែ学の▱ぢࢆᑟධするたࡵのモデࣜࣥࢢとい࠺᪂しいニーズࢆᥦ᱌したࠋ 

 ࠋ方について㆟ㄽしたࡾ࠶のࢢ河床環境に着目したモデࣜࣥࠊの୍౛としてࡑ

୧⪅の▱ぢの⼥ྜによるモデࣜࣥࠊࡀࢢ⤖ᯝとして現象の෌解㔘・᪂発ぢࡶࢆたࡽすࡇとࢆᮇᚅ 

 









13



Ἴ動ቃ⏺ᒙ，○Ἴ帯の⤌⧊ ᵓ㐀とᗏ㉁のᛂ⟅ 
㹼ᾋ㐟砂解析にྥけてのㄢ題㹼 

北海道大学� Ώ㒊㟹᠇ 
 

ᗏ㠃㏆ഐに発㐩するὶれの㸱次ඖ的⤌⧊ᛶはቃ⏺㠃ୖにおける㖄┤ὶ㏿をㄏ発しᗏ㉁のᾋ

㐟୪ࡧに㍺㏦をಁ㐍するとྠ時に，ᾋ㐟⢏子との運動㔞交᥮を⤒てὶれをಟṇする．これ

ら୍㐃のᾋ㐟㐣⛬はᚑ᮶ᾋ㐟砂ࣔࢹルが௬定されてきたᶵᵓとは大きく␗なる．特ᚩ的な

㸱次ඖ ᵓ㐀を含ࡴἼ動ቃ⏺ᒙὶれཬࡧ○Ἴ帯ὶれを⤂௓しቃ⏺㠃ୖの≀㉁の㍺㏦をᨭ㓄

する᪂たなࣛࣃメータを᳨討するとඹに，ᅛᾮΰ┦ὶとしてのᗏ㉁のຊ学的ᛂ⟅ཬࡧᾋ㐟

㐣⛬をᢅୖ࠺での問題点ཬࡧ㔜要な࢖࣏ントを解説し，海岸ᇦの」合スࢣールὶれにおけ

るᅛᾮ┦஫స⏝の理解と㧗ᗘな砂㍺㏦予 ྥ࡬けたㄢ題を整理する． 
 
 
 
プレࢮンࢸーションのὶれ 
１．海὾㐣⛬，⁻砂におけるᖹ⾮と㠀ᖹ⾮ 
 ᚑ᮶の⤒㦂๎からの㐓⬺する㠀ᖹ⾮㐣⛬Ѝᅛᾮ間にはたらくᒁᡤᶵᵓの理解がᚲ

要 
㸰．ᅛᾮΰ┦஘ὶとそのࣔࢹル໬ 
㸱．ἢ岸ᇦに形ᡂされる⤌⧊ὶれの特ᚩ 
 ○Ἴ下の⤌⧊ ᵓ㐀Ѝ水㠃㸦ቃ⏺㠃㸧を水中にྲྀり㎸ࡴ 
 海ᗏ㠃ୖの⤌⧊ ᵓ㐀Ѝᗏ㠃ቃ⏺ୖにୖ᪼ὶ㸦ᗏ㉁のᾋ㐟㸧のㄏ発 
４．ᾋ㐟砂と஘ὶの┦஫స⏝ 
 ᾋ㐟砂⃰ᗘ，サࢬ࢖が஘れをಟṇЍᾋ㐟砂の⛣ὶᣑᩓ㐣⛬のಟṇ 
５．஘ὶ̿ᾋ㐟砂┦஫స⏝の࢔プリࢣーションの⤂௓ 
 LES-Stochastic two-way model のᅛᾮΰᅾἼ動஘ὶቃ⏺ᒙ࡬の㐺⏝ 
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流砂水理学の発展と数値移動床の役割 
                                     原田英治㸦京都大学㸧 

 

 流砂水理学の発展にᑐするಶูせ⣲法ᆺの数値移動床ࢆ用いた数値࣑ࣞࣗࢩーࣥࣙࢩにᮇᚅࡉれる役

割について，ලయ౛ࢆ⤂௓しつつ㏙べる㸬 

 

㸯㸬流砂・⁻砂㔞ᘧ 

河床変動ࡸ海὾変形ィ⟬࡛用いる流砂・⁻砂㔞ᘧ࡛は，流砂・⁻砂㔞 Tは底面᩿ࢇࡏ力ȫの┦関関ಀ

࡛⾲現㸬流砂・⁻砂㔞ᘧにはᐇ㦂ࡸほ に基࡙いて決ࡵたಀ数ࡲྵࡀれる㸬 

 Ѝ ከ数の流砂・⁻砂㔞ᘧࡀᏑᅾするせᅉ 

 Ѝ 流砂・⁻砂㔞ᘧࢆ物理的に⪃ᐹするࡇとの㔜せ性 

 

㸰㸬ಶูせ⣲法 

流砂・⁻砂㔞ᘧの⢭ᗘ向ୖと適用⠊ᅖの拡大には，流砂・⁻砂⣲㐣⛬にὀ目するࡇとࡀ㔜せ㸬 

砂⢏Ꮚࢣࢫールかࡽ流砂ᶵ構ࢆィ⟬力学的に᳨ウ 

 Ѝ ಶูせ⣲法㸦'(0㸧ᆺの数値移動床㸦⢏Ꮚ㛫┦஫ᖸ΅ࢆ評価しつつಶࠎの砂⢏Ꮚの運動ࡀ㏣㊧

ྍ⬟㸧の適用 

 

㸱㸬⢏Ꮚ流 /(6 

構ᡂ則の物理的根ᣐࢆ♧すには，流動層㸦ᅛᾮΰ┦஘流ሙ㸧の内部構造の理解ࡀ୙ྍḞ㸬 

'16 は┤᥋ィ ࡛き࡞い᝟ሗࢆᚓるᙉ力࡞ᡭẁ࡛࠶るࡀ，工学的に⯆࿡の࠶る㧗 5H の現象にᑐする

'16 のᐇ⾜はᅔ㞴㸬 

 Ѝ 流砂・⁻砂ᶵ構の᳨ウにᑐして，/(6 による஘流解析と '(0 ᆺ数値移動床のカࢢࣥࣜࣉࢵによ

る数値࣑ࣞࣗࢩーࡀࣥࣙࢩ現ᐇ的࡞㑅ᢥ⫥㸦非⥺形┦஫స用に関するΰ┦流 6*6 モデル࡝࡞ඞ᭹すべ

き課題は࠶る㸧㸬 

 

㸲㸬࣑ࣞࣗࢩーࣥࣙࢩ౛ 

᣺動流ୗにおけるΰྜ流ᚄࢩーࣟࣇࢺー⁻砂ࢆᑐ象にした஘流境界層㸦⮬⏤水面࡞ࡲྵࢆい㸧におけ

る⢏Ꮚ流 /(6 のィ⟬⤖ᯝ㸦移動床内部における流㏿ᡂ分・஘流構造㸧の⤂௓㸬 

⢏Ꮚ流 /(6 かࡽᚓࡽれるヲ⣽࡞数値᝟ሗのά用 

 Ѝ 構ᡂ則・抵抗則の᳨ウ・ᥦ᱌ࡀᮇᚅ 

 

㸳㸬036 法による⃭流解析 

⮬⏤水面変動の⃭しい㸦水ሢのྜయ・分⿣㸧㊴水ࡸ砕波ࢆక⃭࠺流ୗの流砂・⁻砂ᶵ構の᳨ウ 

 Ѝ ⃭流解析にᙉい 036 法と '(0 ᆺ数値移動床のカࢢࣥࣜࣉࢵ㸦036�'(0㸧による数値࣑ࣞࣗࢩー

 ᭷ຠࡀࣥࣙࢩ

 

ᒣ地῱流河川流砂と波ᡴࡕ帯⁻砂ࢆᑐ象にした数値࣑ࣞࣗࢩーࣥࣙࢩ౛の⤂௓ 

D�ᒣ地῱流河川流砂 

L㸧ᒣ地῱流河床の㝵ẁ状河床波㸦VWHS 	 SRRO㸧ୖの流れ࡛は㊴水ࡀ発⏕，LL㸧ὥ水時には㢧ⴭ࡞

⮬⏤水面変動と流砂ࢆకࡗた VWHS ᔂቯ・形ᡂ㐣⛬ࡀほᐹ㸬 

 Ѝ ⮬⏤水面変動ࢆ⪃៖したᅛᾮ┦㛫の┦஫స用力の᳨ウࡀ流砂ᶵ構の理解にᑐして㔜せ 

E�波ᡴࡕ帯⁻砂 

L㸧XSUXVK と EDFNZDVK のᖸ΅によるᑠつᶍ砕波の発⏕，LL㸧ᾐ㏱・ⁱฟࢆకࡗたⷧ層流れ 

 Ѝ ⮬⏤水面変動およࡧ㛫㝽水ࢆ⪃៖したᅛᾮ┦㛫の┦஫స用力の᳨ウࡀ⁻砂ᶵ構の理解にᑐ

して㔜せ 

 

砂⢏Ꮚࢣࢫールࣞ࣋ルの数値࣑ࣞࣗࢩーࣥࣙࢩ㸦⢏Ꮚ流 /(6 ࡸ 036�'(0㸧のィ⟬ࢺࢫࢥは㧗いࡀ，ィ⟬ᶵ

性⬟の向ୖととࡶに流砂・⁻砂ᶵ構の理解にᑐする㈉⊩ࡀᮇᚅ࡛きる㸬力学的に⿬௜けࡽれた構ᡂ則ࡀᚓ

 ᮇᚅ࡛きる㸬ࡶれると，ィ⟬㈇Ⲵのపい᪤Ꮡのΰ┦流モデルへの適用ࡽ
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波・構造物・地形変化・基礎地盤波浪応答解析ツールの開発と津波来襲時の海岸堤防の

被災メカニズム解明への応用 

 
名ྂᒇ大学大学㝔工学◊✲⛉� 水㇂ἲ⨾・中ᮧ཭᫛ 

 
㸯㸬モデル開発の⤒⦋ 

ᩘ್Ἴ動水ᵴのᢏ⾡が☜❧されるとともに，Ἴ・ᵓ㐀≀の㠀⥺形┦஫స⏝も解析ྍ⬟となり，

ⴭ者らは㏱水ᛶᵓ㐀≀をᑐ象とした解析を行ってきた．そして，そのᘏ㛗としてἼ・ᵓ㐀≀・海

ᗏ地┙の┦஫స⏝問題࡬と展開してきた．その୍⎔としてᢅった㜵Ἴሐ๓㠃のᒁᡤὙ᥀について，

ᩘ್解析によるᾮ状໬の発生⠊ᅖがᐇ㦂でᚓられているᒁᡤὙ᥀の῝さに㏆いことがุ明し，⁻

砂に地┙のἼᾉᛂ⟅が関㐃しているྍ⬟ᛶが♧၀された．୍方，♟὾の海岸౵㣗の᳨討に関㐃し

てࣂー࣒の形ᡂᶵᵓの᳨討を行ったとこࢁ，㐳ୖしたἼの海὾内࡬のᾐ㏱ὶと○Ἴ点㏆ഐでのⁱ

出ὶが海὾᩿㠃地形と関㐃ᛶが㧗いことが☜ㄆされた．これらのことから，ὠἼ・ᵓ㐀≀・地形

変໬の┦஫స⏝に関するᩘ್ィ⟬ࣔࢹルを開発し，さらにᇶ♏地┙のἼᾉᛂ⟅をィ⟬するࣔジࣗ

ールを⤌ࡳ㎸ࢇだᩘ್ィ⟬ࣔࢹルのᵓ⠏を行った． 

㸰㸬モデルのᴫせ 

本ࣔࢹルは，Ẽᾮ二┦ὶの解析を行࠺ᇶ本

ルに，⮬⏤水㠃を㏣㊧するࢹࣔ VOF ࣔジࣗ

ール，IB ἲにᇶ࡙くἼとᵓ㐀≀の┦஫స⏝を

解析するࣔジࣗール，地┙のᾐ㏱㺃ⁱ出ὶの

ᙳ㡪も加味し，ᤲὶὶ砂㺃ᾋ㐟砂を考៖して

地形変໬を解析するࣔジࣗール，Ἴᾉ場にお

けるᇶ♏地┙のᛂຊ状態をィ⟬する

ࣔジࣗールからᵓᡂされている． 

㸱㸬モデルの適用౛ 

本ࣔࢹルのጇ当ᛶを，スࢣールの

␗なる 3 ✀㢮の海岸ሐ㜵⫼後の㉺ὶ

ὠἼによるᒁᡤὙ᥀の水理ᐇ㦂⤖ᯝ

とのẚ㍑を行って᳨ドした．また，

ᮾ日本大㟈⅏時に⿕⅏した海岸ሐ㜵

をᑐ象にしたィ⟬もᐇ᪋し，⌧地ス

の㐺⏝ᛶを☜ㄆした．さら࡬ールࢣ

に，本ࣔࢹルを౑って㉺ὶὠἼによ

る海岸ሐ㜵⫼後のᒁᡤὙ᥀のᑐ⟇工

ἲの᳨討もᐇ᪋し，その⤖ᯝいくつ

かの工ἲの᭷ຠᛶが♧၀された． 

㸲㸬今後の課題 

本ᡭἲでは，୙㣬࿴地┙のᢅいࡸ，ᾋ㐟砂を含ࡴΰ┦ὶとしてのᢅいなどにㄢ題がṧされてお

り，引き続きࣔࢹルの改善にྲྀり⤌ࡴᡤᏑである． 

ᅗ-1�  ルの概要ࢹࣔ

ᅗ-2� 海岸ሐ㜵⫼後のὙ᥀のẚ㍑౛㸦中ᮧら，土ᮌ学

会論ᩥ㞟 B3 特㞟ྕ,2014㸧 

 

ᅗ-3� Ὑ᥀地形のィ⟬౛㸦中ᮧら，土ᮌ学会論ᩥ㞟 B3
特㞟ྕ, 2014㸧 

16



�)��,�����!
20158*X*�69.�5+�!

*�FVYO�
•  ��27�9(8*X*�69<@B*��$=4����!

–  ��[�)��,�����X�)��*�"7!
–  %&[10(21%13&\16&!
–  � [TKPEYNWHMC�

�
:PYV6!
–  �		
#70�Z:RJGS91!

•  ��!
–  �)��*�"7!
!!!!!!!203�/�KLHUW!
–  -�HWQIDT!
–  3(��';A>;?!

資料３



関東Gの活動内容

10/16 合同視察＋内部の調査報告会：参加者40名程度



今後の予定

11/26 第二回調査報告会（内部）

12/15 速報会（公開）



- 1 - 
 

2015年 10月 20日 

 

学術交流基金の助成に係る改革案に対する意見・回答 

（実施：2015年 9月 1日、回答期限：9月 30 日） 

 

国際部門担当理事 
土木学会学術交流基金管理委員会 

委員長  河原 能久 
 
 

標記意見照会にご協力いただきまして、ありがとうございます。 
学術交流基金管理委員会ではお寄せいただいたご意見等について検討し、以下のように

回答を取りまとめました。回答に記載されておりますように、一部は実施要項に反映させ

ていただきました。 
今後は、この実施要項に基づき各事業を進めるとともに、学術交流基金のより有益かつ

有効な使い方の実現に向けてさらに検討を進める所存です。引き続きご支援をいただけれ

ば幸いです。なお、11 月の理事会において、学術交流基金の助成対象事業に係る規程の整

理の一環として、今回の各実施要項の制定に向け活動中である旨を報告する予定にしてお

ります。 

 

(1) 二国間／多国間技術・交流支援事業実施要項(案)に対する意見 

 

■国際センターが様々な意見・意向を示す方針と考えられるが、ジョイントセミナーに応

募するにあたって、各年度の国際センターの意向を明確かつ具体的に示していただきたい。

プロポーザルが採択され、セミナーの準備を始めた後から様々な指示が出ても、実施担当

者は当惑する、あるいは変更対応が難しい場合が予想されるので、そのようなことがない

ようにすることが必要と考えます。 

 

【回答】全体方針の提示については、国際戦略委員会の場でも意見調整して対応していき

たい。また、調整にあたっては採択された申請に影響が出ないように配慮したい。 

 

■改正点の「順次（随時の誤り）助成が出来るよう配慮するため、年間を通じて申請を受

け付ける体制を確保する。」は良い改正であると思います。申請者のスケジュール作成の都

合上、出来れば申請から最終決定までの期間を明記していただければと思います。 

 

【回答】申請があがってきた段階で、個別に調整していきたい。また、申請前の相談につ

いては、学術交流基金管理委員会の委員長、幹事長レベルで直接対応します。 

 

資料４
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■改正のポイントでは、４つの枠組みを統合して、それぞれの申請案件を横断的に審査す

ることになっていますが、実施要領（案）で、ACECC-JSと海外拠点 JSへの助成は、随時受

け付けることとなっています。半年とか、１年分をまとめて審査しない限り、申請案件を

横断的に審査することは難しいと思います。また、随時受け付けるということは、早い者

勝ちにならないでしょうか。限られた予算を有効に使うためには、ある程度、提出期限を

決める必要があると思います。 

 

【回答】ACECC-JSおよび海外拠点 JSについては、良い案件を提案いただくためには、ある

程度は競争も必要だと考えています。これは、早く出した方が有利という意味ではありま

せんが、早い者勝ちという意識も待っていただきたいと思います。審査はできるだけ横並

びで行い、良い案件を採択します。 

 

■ACECC-JS、海外拠点 JSの随時受付に対し、調査研究 JS、公募 JSの受付時期についても、

明記した方が良いのではないでしょうか。 

第３条２の文章が分かり難い（主述の関係）ので、再考された方が良いと思います。 

 

【回答】調査研究 JS および公募 JS の受付時期については、新年度から助成を始められる

よう、例年、募集時に明記しておりますので、今後もそれを徹底したい。 

 

第３条第２項の規定については、以下のように修正します。 

２  助成候補者の募集および選考は「公益信託土木学会学術交流基金助成候補募集要項」
（以下「募集要項」という。）および「公益信託土木学会学術交流基金助成候補選考基準」

（以下「選考基準」という。）による。 
３  調査研究委員会がジョイントセミナー等を実施する場合には、前項に加え、国際セン
ター国際交流グループ（以下「国際交流グループ」という。）との連携を旨に、実施内容、

海外分会等との役割分担について当該グループと調整を図るものとし、それが整った段

階で、土木学会学術交流基金管理委員会（以下「委員会」という。）は、調査研究委員会

および国際交流グループに対しヒアリングを行い、助成候補者を選考する。 
４  助成候補者の募集にあたっては、委員会がテーマ（例：防災・減災、メインテナンス・
長寿命化、人口減少など）を設定する場合には、応募者はそれに配慮する。 

 

 
(2) スタディ･ツアー･グラント実施要項(案)に対する意見 

 

■各国５名程度の候補者の中から１名を選定することになっていますが、10 名の基金委員

会のメンバーが４月末から５月末までの僅か１か月の間に、７カ国 35名から７名を選定す

るのは難しいと思います。選定期間を長くした方がよいと思います。また、厳選な選定が

できるように、被推薦者数を３名程度に絞り、人選の結果、被招聘者が０名の場合もあり
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とすべきです。 

 

【回答】作業スケジュールについては、被推薦者リストの受領期限を前倒しし、４月末を

３月末とします。被推薦者数については、従来は協定学協会に１名の推薦をお願いしてき

ましたが、複数名を推薦してきた学協会もありましたので、被推薦者を推薦側で絞りきれ

ないという現実を勘案し、推薦側の推薦のし易さの観点から５名程度としています。この

５名は目安とお考えいただければと思います。必ずしも５名程度の推薦がなければ受け付

けないということではありません。 

 

■第４条２ 被推薦者が数名（１、２名）の場合を考慮し、５名以内の方が良いのでは。 

第５条２は理想的ですが、ここまで縛りをかけて大丈夫でしょうか？「なお、上記留学生

は被招聘者と同国の留学生を原則とする。」等、少し縛りを緩くしておいてはいかがでしょ

う。 

 

【回答】「５名程度」は目安とお考えください。 

第５条第２項については、「被招聘者と同国の在日留学生を人選し」とありますが、被招聘

国が複数で、一対一の対応が難しいことも想定されることから、「被招聘者と同国の在日留

学生に、日本滞在中の案内や来日前後の世話を担当させることを検討する。」とします。 

 

■第６条２この場合の推薦依頼は、各国の個人に対し行うものでしょうか？協会でない推

薦者について規定しておく（例えば大学教授、推薦状の添付等）必要はありませんでしょ

うか？ 

 

【回答】第６条第２項については、国際交流グループが交流を行っている相手国が対象と

なり、実際の交流における相手国のキーマンに対して推薦依頼を行うことになります。今

後、実情を見て、詳細の規定についてその必要性も含め検討します。 

 

 

(3) 海外拠点形成・活性化事業実施要項(案)に対する意見 

 

■単発的ではなく、プログラム的・戦略的な企画であることを、申請時のヒアリングで委

員会が確認することになっていますが、募集要項に明確に示されるのでしょうか。単発的

な企画であっても、時機を得た企画であれば助成してもよいと思います。 

 

【回答】(1)の二国間／多国間技術・学術交流支援事業実施要項(案)では、第５条第３項に

「単発のイベントではなく、プログラム的やイベントや戦略的なイベントを助成対象とし」

と定めておりますので、当該趣旨を(3)の海外拠点形成・活性化事業実施要項(案)の第２条

（助成対象事業）に盛り込むことにします。また、単発的な企画については、学術交流基
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金の助成対象とせず、土木学会の年度予算の中で、国際センター国際交流グループと調整

し、その実施を検討することが望ましいと考えます。 

 

■第２条３「本条の目的に合致する新規事業の提案は優先的に受け付ける」は、目的に合

致しないものも場合によっては受け付けると読めますが、新規事業を優先的ということで

しょうか？ 

 

【回答】第２条第２項に例示した事業は、実施例や検討中の事例を踏まえて定めたもので

すが、海外拠点形成・活性化に資するという目的に合致する事業であれば、これらの事業

例に限定されません。例示の事業以外に新規事業の提案があれば優先的に受け付けますが、

もちろん目的に合致しない事業は対象外として扱います。 

 

 

(4) 改革案全体を通じた意見（自由記述） 

 
■25 年間の活動期間の半分が元本取り崩しの状態で、今後さらに活動範囲を広げることを

考えられていますが、持続可能な活動を続けていくためには、元本を取り崩さない範囲で

の活動を考えるべきだと思います。活動範囲を広げるのであれば、交流基金の拡充や基金

運用状況の改善を図ることとセットで検討する必要があります。改革案に基金運用の改善

策も追加すべきです。 

 

【回答】学術交流基金運営委員会（当該公益信託に係る土木学会の外の機関）との調整マ

ターであり、運営委員会の場において意見交換を行って対応していきたい。現行の助成額

は、基金の果実が少ない中で議論した結果、上記運営委員会で承認されたものです。 

 

■引き続き国際交流に関わるイベントへの支援が必要となった際には活用させていただき

たいと考えている。 

 

■土木学会で分会設立、協定を結んでいるところは、個人的なつながりある国で行われて

いるように見受けられます。勿論、それが社会のニーズを表していることと、先方も受け

入れ態勢を組めるということですから、継続していくことは重要と思います。しかし、そ

れ以外の国でも日本からの技術講演を希望されている国があると思いますので、そのよう

な国でも学術交流基金を使ってジョイントセミナーのようなもの開催出来ないでしょうか。

たとえば、Study Tour Grantにはバングラディッシュから参加されていますがジョイント

セミナーは行われていないと思います。先日バングラディッシュ、カンボジア、ミャンマ

ー、ラオスに行きましたが、皆さん日本の技術に興味を持たれているようでした。そのよ

うな国でセミナーやシンポジュームを開催することは将来の日本との繋がり、分会設立に

続いていくのではないかと思います。本来 JICAが行っていく事業であるかと思いますが、
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JICAと土木学会協働というのも考えられないでしょうか。 

 

【回答】ご提案の内容について対応を考えたい。具体的な申請案を出していただければ、

助成候補として優先的に審査したい。 

 

■発展途上国では日本でどのような研究、開発が行われているかの情報が得られないと思

いますので、そのような情報発信を交流基金で行うことは出来ないでしょうか。例えば年

次学術講演論文の題名を英訳して、興味のありそうなものを英語で抄訳し海外に発信する

のは如何でしょうか？将来は年次学術講演の論文は著者に英語の抄訳を付けていただくよ

うにすれば手間が省けると思います。また、そのようなものを集めて「Technology Platform」

を土木学会で FTPサイトを立ち上げるのも良いと思います。土木学会論文集も英訳して土

木学会のサイトに集め、EUのようにタイトルと抄訳は無料で本文のダウンロードは課金す

ることを考えるのも可能と思います。 

 

【回答】ご提案の内容は、国際部門といった一部門の問題というよりは学会全体の問題と

して扱うべきだと思います。来年度の事業計画および予算編成の時期ですので、機会を見

て問題提起したい。 
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水工学委員会英語版HPについて

メンバー：
山口大学 朝位孝二
九州工業大学 重枝未玲
九州大学 橋本彰博

今年度中にコンテンツ案を決める．
英語翻訳の見積もり
サーバーの検討

資料５



水シンポ山口について

実行委員会（中北委員長，中山幹事長，戸田編集委員長，羽田野教授）

企画部会（中山幹事長，風間水文部会長，近森委員，今村教授，朝位）
事務局（松沼様，赤松准教授，李助教）

水工学委員会，大学関係のみ

H27年11月17日 第1回実行委員会・企画部会合同会議

H28年8月25，26日 山口市において開催（予定）
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河川技術論文賞選考内規!
体制・運営の全体像 
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年次講演会の区分けとセッションタイトルについて 
 

平成 27年 11月 5日 
作成者：中山恵介 

 
１．現在の区分けとセッションタイトル 
［水理学・環

境水理等］ 

物質輸送・循環（栄養塩類等） 
河川の水環境（物理学的動態解析） 
閉鎖水域環境（湖沼・貯水池における
物理学的動態解析） 
流体力学 
数値流体力学 
乱流 
管路の水理 
 

開水路・複合水路（複断面・わんど）の 
水理 
閉鎖水域の水理（湖沼・貯水池） 
河口の水理・水質 
拡散・分散 
密度流 
 

流砂（土石流，泥流，掃流，砂浮，遊砂，
ウオッシュロード，底泥） 
河道の水理 
氾濫流の水理 
水理構造物 
構造物周辺の流れ・洗掘 
流体力 
植生水理 
水理計測・観測手法 

［水文学・水

資源・河川工

学］ 

地球環境問題 
自然共生 
水圏環境の保全・再生・創造 
水圏の生態系（魚類・底棲生物・植生
等） 
水災害リスクマネージメント・危機管
理 
都市の水・熱環境 
地球規模の水・エネルギー循環 
気候変動･社会変動と水循環 
国際的プロジェクト・国際協力 
土砂の生産・流出 
水系土砂管理 

流路・河床形態 
流路・河床変動 
河川地形 
ダム堆砂・排砂 
流況制御 
河川工法 
河川環境構造物（魚道・人工生息場等） 
河川計画・管理 
流域管理・計画 
都市雨水流出管理･計画 
水災害・防災 

都市の水災害 
国際的水問題 
地下水理・地下水文 
PUB・予測と不確実性・スケール問題 
水文・水循環計測 
水文統計 
流出・洪水 
水資源計画・管理 
大気水象（降水・雲） 
大気陸面相互作用 

「海洋・港湾・

海岸工学」 

   

 
 

協議資料２



２．区分けとセッションタイトル（案１） 
  現在のセッション割だと「水文学・水資源・河川工学」の部分を，水文と河川を分けた方が良いように思いました．また，湖沼・貯水
池の研究は「水理学・環境水理等」，「水文学・水資源・河川工学」のどちらが良いか悩みそうなので，独立させても良いように思いまし

た．一方，関東支部のセッション割だと，中身は分かりやすいですが，他部門と比べると少し細かいように感じます．特にⅡ部門は投稿

が少ないので，あまり細かくすると後でマージしなくてはいけなくなるように感じます． 
「基礎水理・

環境水理」 

物質輸送・循環（栄養塩類等） 
流体力学 
数値流体力学 
乱流 
管路の水理 

開水路・複合水路（複断面・わんど）の
水理 
拡散・分散 
密度流 
氾濫流の水理 

水理構造物 
構造物周辺の流れ・洗掘 
流体力 
植生水理 
水理計測・観測手法 

「水文・水資源

工学」 

地球環境問題 
自然共生 
水災害リスクマネージメント・危機
管理 
都市の水・熱環境 
地球規模の水・エネルギー循環 
気候変動･社会変動と水循環 
国際的プロジェクト・国際協力 
流況制御 

流域管理・計画 
都市雨水流出管理･計画 
水災害・防災 
都市の水災害 
国際的水問題 
地下水理・地下水文 
PUB・予測と不確実性・スケール問題 
 

水工情報システム 
水文・水循環計測 
水文統計 
流出・洪水 
水資源計画・管理 
大気水象（降水・雲） 
大気陸面相互作用 

「河川工学」 
 

河川の水環境（物理学的動態解析） 
河口の水理・水質 
流砂（土石流，泥流，掃流，砂浮，遊
砂，ウオッシュロード，底泥） 
河道の水理 

水圏の生態系（魚類・底棲生物・植生等） 
土砂の生産・流出 
水系土砂管理 
流路・河床形態 

流路・河床変動 
河川地形 
河川工法 
河川環境構造物（魚道・人工生息場等） 
河川計画・管理 

「湖沼・ダム」 
 

閉鎖水域環境（湖沼・貯水池におけ
る物理学的動態解析） 

閉鎖水域の水理（湖沼・貯水池） 
水圏環境の保全・再生・創造 

ダム堆砂・排砂 

「海洋・港湾・

海岸工学」 

   

 
 



３．区分けとセッションタイトル（案２） 
  現在の水工学委員会の 4部門でとりまとめることで，投稿しやすくなるのではないかと思います． 
「基礎水理学」 流体力学 

数値流体力学 
乱流 
管路の水理 

開水路・複合水路（複断面・わんど）の水理 
拡散・分散 
氾濫流の水理 
水理構造物 

構造物周辺の流れ・洗掘 
流体力 
水理計測・観測手法 

「水文・水資源

工学」 

水災害リスクマネージメント・危機管理 
都市の水・熱環境 
地球規模の水・エネルギー循環 
気候変動･社会変動と水循環 
国際的プロジェクト・国際協力 
流況制御 
流域管理・計画 

都市雨水流出管理･計画 
水災害・防災 
都市の水災害 
国際的水問題 
地下水理・地下水文 
PUB・予測と不確実性・スケール問題 
水工情報システム 

水文・水循環計測 
水文統計 
流出・洪水 
水資源計画・管理 
大気水象（降水・雲） 
大気陸面相互作用 

「河川工学」 
 

河川の水環境（物理学的動態解析） 
河口の水理・水質 
流砂（土石流，泥流，掃流，砂浮，遊砂，
ウオッシュロード，底泥） 

河道の水理 
土砂の生産・流出 
流路・河床形態 
流路・河床変動 

河川地形 
河川工法 
河川環境構造物（魚道・人工生息場等） 
河川計画・管理 

「環境水理学」 
 

地球環境問題 
物質輸送・循環（栄養塩類等） 
密度流 
植生水理 

自然共生 
水圏の生態系（魚類・底棲生物・植生等） 
水系土砂管理 
ダム堆砂・排砂 

閉鎖水域環境（湖沼・貯水池における物理学的
動態解析） 
閉鎖水域の水理（湖沼・貯水池） 
水圏環境の保全・再生・創造 

「海洋・港湾・

海岸工学」 

   

 



平成 28年度全国大会特別セッションテーマの募集 
応募締切日：11月 30日（月） 

 
特別セッションは講演者をフェロー会員に限定したセッションで、フェロー会員から全

世代の土木技術者へ提案や問題提起をしていただき、部門、世代を越えた議論の場を作る

ことを目指しています。そして、土木分野が 21世紀の国づくりに果たす役割を考え、未来
へ向けて情報を発信していきます。 
 
●応募資格：土木学会の会員でしたら誰でも結構です。  
 
●応募方法  
応募者は A4 用紙に、(1)氏名・連絡先住所・電話番号・FAX 番号、Ｅメールアドレス、

(2)セッションのタイトル（30文字程度以下。和文と英文）とその主題（200字以内。和文
と英文）、の 2 点を明記の上、土木学会事務局特別セッション公募係あて E-mail、FAX ま
たは郵送にて提出してください。  
 
●応募先  
〒160-0004 新宿区四谷 1丁目（外濠公園内） 
土木学会事務局「特別セッションテーマ公募」係	
 担当 山村 
TEL 03-3355-3442／FAX 03-5379-0125 
E-mail：t-yama@jsce.or.jp 
 
●応募期限：11月 30日（月）必着  
 
●特別セッションの取扱い  
特別セッションのテーマの選定は、全国大会委員会にご一任くださいますようお願いい

たします。 



オーガナイザー： 
氏名：中北英一 
住所：京都大学防災研究所 
〒611-0011 宇治市五ケ庄 
電話・FAX番号：0774-38-4265 
 
連絡担当者（実務代理） 
氏名：中山恵介 
住所：神戸大学工学研究科市民工学専攻 
〒657−8501 神戸市灘区六甲台町 1の 1 1W-209 
電話番号：078-803-6056 
E-mail：nakayama@phoenix.kobe-u.ac.jp 
 
セッションのタイトル：気候変動による影響への適応 
Adaptation to the impact due to climate change 
 
主 題：気候変動の影響は近年の豪雨災害の増加により顕著化しており防災対

策の必要性は疑う余地がないばかりでなく，利水や環境といった側面でも気候

変動への適応が急務となっている．本セッションは，気候変動や地球規模での

環境変動をキーワードに，水圏における治水，利水，環境といった様々な視点

から取り組む影響評価や適応研究について幅広く議論し，より横断的な研究の

推進，連携の活性化，新たなテーマの発掘を目指す． 
 
The impact of climate change has been revealed to cause damage not only to 
human society but also to ecological system. In the session, the influence of 
climate change on global change in environment is discussed extensively 
from a viewpoint of disaster prevention and sustainability of ecological 
system. The aims are to enhance multidisciplinary studies and to develop a 
new adaptation technique to the impact due to climate change.  
 
予想される複数の応募部門：第 2部門、第 4部門、第 7部門 



平成 28年度全国大会共通セッションテーマの募集 
応募締切日：11月 30日（月） 

 
土木学会では、全国大会年次学術講演会におきまして、従来の 7 部門を越えた研究や複

数の部門に深く関連する研究のテーマを対象として、「共通セッション」と称する学術講演

部門を設置しております。共通セッション設置の目的・意義は、これまでの部門にとらわ

れない集まりとすることによって、異なる見方・アプローチや異なる分野の情報交換によ

る研究の躍進や多様な発展を目指すと同時に、新しい研究分野の模索や誕生を望むことで

あり、平成 6年度より共通セッションのテーマを公募することとしております。 
部門を越えたハイレベルの議論を行う場として共通セッションを積極的に利用していた

だけるよう、みなさまのご応募をお待ちしております。 
なお、平成 17年度よりテーマ「土木教育一般」を共通セッション内に常置する事と致し

ました。 
 
●応募資格  
土木学会内の各種委員会ならびに、会員有志や科学研究費のグループ等、任意のグルー

プからの発案を受付けます、グループの代表者にはセッションのオーガナイザーになって

いただき、セッションの運営等にご助力をお願いすることになります。  
 
●応募方法  
オ一ガナイザーは A4 用紙に、(1)オ一ガナイザー・氏名・連絡先住所・電話番号・FAX

番号、E-mailアドレス、(2)セッションのタイトル（30文字程度以下。和文と英文）とその
主題（200字以内。和文と英文）、(3)予想される複数の応募部門の番号、の 3点を明記の上、
土木学会事務局共通セッション公募係あてE-mail、FAXまたは郵送にて提出してください。  
 
●応募先  
〒160-0004 新宿区四谷 1丁目（外濠公園内） 
土木学会事務局「共通セッションテーマ公募」係	
 担当 山村 
TEL 03-3355-3442／FAX 03-5379-0125 
E-mail：t-yama@jsce.or.jp 
 
●応募期限 ：11月 30日（月）必着  
 
●	
 共通セッションの取扱い  
提案されたセッション名とテーマは学会誌 2 月号の全国大会案内に提示いたしますが、

投稿数により実際にそのセッションが成立するか否かの判断は、最終的に全国大会委員会

にご一任くださいますようお願いいたします。 




